
持続可能な茅野市にするためにどんな取組をしていくの？
① 中長期的な取組

 ・ 行政サービスの民間委託、 公共施設再編等

② 短期的な取組

 ・ 国 ・ 県補助金等の新規獲得やふるさと納税の拡充による収入の確保 ／ ・ すべての事業の徹底した見直し

 ・ 市の組織の見直し、 職員定数の見直し ／ ・ 補助金等 ・ 施設使用料等の見直し

将来に渡って持続可能な茅野市であり続けるために、スピード感を持って改革に取り組んでいきます。
問　財政課　財政係　☎72-2101 （内線 164・165） ／ 行革推進係　☎72-2101 （内線 168）

基金残高の推計

令和５年８月号広報ちのに掲載した 「Vol.1 茅野市の財政状況と今後の見通しについて」 でお知らせした状況に増し

て茅野市の行政運営、 財政状況は厳しい状況となることが推計されました。

茅野市のこれからの財政運営に影響を与える大規模な事業を実施するか否かを判断した上で、 そこにかかる費用や

実施時期をもとに市の財政状況の推計をしました。

予算総額の推計 （令和６年度～令和１０年度）

※Ｒ６年度は予算額

※基金取崩額を除く一般財源総額は令和６年度の当初予算の額を固定値として令和７年度以降も計上

※一般財源とは地方自治体において使途に指定がなく自由に使えるお金です

※特定財源とは国や県からもらえる補助金などのお金で特定の目的にしか使えないお金です

R6 R7 R8 R9 R10

一般財源（基金取崩額除く） 191億6480万円 191億6480万円 191億6480万円 191億6480万円 191億6480万円

特定財源（基金取崩額除く） 96億3520万円 86億4756万円 65億4193万円 65億3022万円 71億2732万円

基金取崩額 13億8000万円 16億3806万円 18億9524万円 15億4802万円 16億6050万円

301億
8000万円予算総額 294億

5042万円 276億
197万円

272億
4304万円

279億
5262万円

5年間で合計81億2千万円の財源不足
基金の取り崩しをしないと予算を組むことができない状況が続きます

※Ｒ６年度は予算額

※基金残高は不用額を踏まえ基金取崩額から３億円減少させることとして推計

R6 R7 R8 R9 R10

年度末基金残高推計
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△20億円

行財政改革待ったなし！
～持続可能な茅野市であるために～

茅野市の財政状況と今後の見通しについてVol.9

財源不足を基金の繰入で
補えなくなります

令和９年度に
　基金残高が０円に…

家庭に置き換えると
　　  預貯金が０円…

35億6960万円 22億3154万円 6億3630万円 △6億1171万円 △19億7222万円

市民一人あたりの市税負担額　１６万6533円

令和５年度 下半期の財政状況
— 半年の予算執行状況をお知らせします — 問合せ　

財政課　財政係　

☎72-2101

（内線164・165）

令和５年度下半期（１０月から３月まで）の執行状況を踏まえ、 令和５年

４月１日～令和６年３月３１日の財政状況をお知らせします。出納整理

期間（４月１日～５月３１日）の歳入、 歳出は含まれていないため、 決算

額とは異なります。

一般会計では、 下半期に物価高騰対策等を盛り込んだ補正予算を３回

編成しました。予算現額は、９月末から１２億２７７８万円増額し、３７７億

５８１８万円となりました。

また、 国民健康保険特別会計などの特別会計や企業会計、 財産区特別

会計も含めた執行状況は、以下のとおりです。

※決算の状況は、広報ちの１１月号でお知らせいたします。

一般会計執行状況
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※令和6年4月1日現在
　 人口：54,028人

予算額 収入済額

市民一人あたりの収入

５4万1599円

収入済額　２92億6149万円

（予算に対する割合　77.5％）

歳　入

【歳入】 【歳出】

市有財産の状況

区 分 市有財産

車輌 120台

基金 ５０億６６０４万円

出資金など ３億９３９９万円

区 分 市有財産

土地 1,707,658㎡

山林 23,074㎡

建物 262,626㎡

令和５年度下半期  追加した主な事業

金　額

５億９８３６万円

・物価高騰対応重点支援給付金 ４億２５３９万円

・プレミアム付生活応援券 １億６２３７万円

・中小企業制度融資保証料補助金 １０６０万円

４０５６万円

４０００万円

中学校施設照明ＬＥＤ化改修

永明小中学校周辺整備に伴う道路改良

物価高騰対策に伴う経費

項　目

令和５年度　会計別予算執行状況

※企業会計で、支出額が収入額を上回る額については、積立金等で補てんしました。

※端数処理をしているため合計が一致しない場合があります。

予算に対
する割合

予算に対
する割合

（収入）

（支出）

（収入）

（支出）

（収入）

（支出）

（収入）

292億6149万円

47億1505万円

8億7918万円

55億9423万円

14億7528万円

27億6705万円

42億4233万円

16億4457万円

407億4262万円

77.5%

90.1%

93.3%

90.6%

87.1%

97.0%

93.3%

101.6%

81.3%

（支出）

377億5818万円

52億3310万円

9億4188万円

61億7498万円

16億9395万円

23億759万円

28億5217万円

42億2485万円

45億4612万円

65億3244万円

16億1850万円

500億9778万円

520億8410万円

313億7691万円

47億9146万円

8億7643万円

56億6789万円

18億6695万円

37億5995万円

56億2690万円

10億5466万円

437億2636万円

83.1%

91.6%

93.1%

91.8%

80.9%

89.0%

86.1%

65.2%

84.0%

会     計     区     分 予    算    現   額 収   入   済   額 支   出   済   額

下水道事業会計

企
業
会
計

 合          計

一    般    会    計

国 民 健 康 保 険

財  産  区  特  別　会　計

計

後 期 高 齢 者 医 療

水道事業会計

特
別
会
計

計

歳　出 支出済額　313億7691万円

（予算に対する割合　83.1％）

予算額 支出済額

市民一人あたりの支出　

58万753円

市債の状況

市が道路建設や施設整備など大型の事業を行うために、

公的資金や市中銀行などから長期にわたり借りたお金の

状況

総　額　 330億2296万円
250億円

300億円

200億円

150億円

100億円

50億円

一般会計

223億

1599万円

下水道事業会計

94億

4232万円

水道事業会計

12億

6465万円
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